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令和８年 第２回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

 

  

通告順 １ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
重点支援交付金を活用して省エネ家電の導入促進を 

質問 

内容 

 ６月５日、国会において令和８年度の補正予算が成立した。この予算に

は、重点支援交付金１，０００億円が計上されており、エネルギーや食料

品価格等の物価高騰の影響を受けている生活者や事業者への支援に充て

ることが見込まれている。 

 政府は地方単独事業の推奨メニューとして生活者支援と事業者支援に

それぞれ５項目ずつを挙げているが、その中で生活者支援メニューの５番

目に「省エネ家電等への買い換え促進」がある。これは、家庭におけるエ

ネルギー費用負担を軽減するために、省エネ性能の高いエアコン・給湯器

等への買い換えを支援するものとなっている。 

 近年は北海道でも毎年のように猛暑が続き、熱中症から命を守るための

エアコン需要が高まっている。ところがいま、経済産業省が定める「省エ

ネ基準」の大幅引き上げに伴い、基準を満たさない安価な標準機種は製造・

販売終了となる２０２７年問題が起きていて、この夏は駆け込み需要で旧

機種の入手が困難になっている。 

 そこでやむを得ず新機種の購入となれば、設置費用に数万円の価格差が

生じることになる。しかし、一旦導入すれば省エネ効果により初期費用上

昇分はいずれ回収できる見込みがある。そのため、今回の重点支援交付金

を活用して新型機種導入への補助を行えば、温室効果ガス排出削減と熱中

症予防の一石二鳥の効果が得られると考える。 

 重点支援交付金の有効活用として検討できないか、町長の考えを聞く。



資料１ 令和８年度補正予算「重点支援交付金」の概要① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         （内閣府の公式サイトより） 



資料２ 令和８年度補正予算「重点支援交付金」の概要② 
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令和８年 第２回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

  

通告順 ２ 
質問 

議員 
長野議員 

質問 

項目 
太陽光パネルの廃棄をどう進めるのか 

質問 

内容 

 国は本年 4 月、「太陽電池廃棄物の再資源化等の推進に関する法律案」

を閣議決定し、第 221 回特別国会に提出した。 

 

 その概要は、「太陽光パネルの大量廃棄に備え、多量の事業用太陽電池の

廃棄をしようとする者（太陽光発電事業者等）に国が定める判断基準に基

づくリサイクルの実施に向けた取組を義務付けるとともに、費用効率的な

リサイクル事業の計画を国が認定する制度を創設し、都道府県ごとの廃棄

物処理法の許可を不要とする等の措置を講ずる。」とある。【資料 1】 

 

 主な措置事項として、①国の基本方針策定、②太陽光発電事業者等へ規

制（指導、助言、勧告、命令）③リサイクル事業者への措置(技術開発・施

設設備等の財政上の措置)、④製造・輸入業者に対する措置（環境配慮設

計、含有物質の情報提供等）、⑤廃棄に関係する者を対象とした義務付けの

検討～が示されている。【資料 2】 

 

 今後、本町でも予想される解体、リサイクル等に対して町長の考えを聞

きたい。 

1, 本町の太陽光パネルの設置状況をどのように把握しているのか。 

 

2, 太陽光パネルの廃棄・リサイクル処理に対して、どの部署が、いつま

でに、どのように進めていくのか。 



環境省 資料 1 

 



環境省 資料 2 
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